
＜総合センター日誌＞教育実践総合センター活動報告

　教育実践総合研究第24号の発刊にあたり，先
生方から多くのご投稿をいただき，ありがとう
ございます。おかげで教科教育，教育臨床な
ど，広く教育実践に関する研究論文・実践報告
16編を掲載する運びとなりました。ご投稿いた
だいた皆様，ならびに査読をいただいた委員の
皆様に心より感謝申し上げます。
　センターの主要な行事の一つとして，毎年公
開講演会を開催しておりますが，第１回は，昨
年11月５日（土）に，「生徒指導の現状と課題」
という演題で，文部科学省の文部科学審議官金
森越哉氏にご講演をいただくとともに，「問題
行動防止に向けた生徒指導体制の構築―互いの
つながりを大切に―」というシンポジウムを，
鳴門教育大学の阪根健二氏のコーディネーター
のもと，東京理科大学の八並光俊氏，大阪教育
大学の戸田有一氏，香川県教育委員会の小柳和
代氏をシンポジストとして開催しました。第
２回は，翌６日（日）に，「こんな時どう言い
返す―その場での生徒指導―」という演題で，
ワークショップも取り入れた京都橘大学の池田
修氏による公開講演会を開催しました。いずれ
も学校現場の生徒指導上の今日的な問題に関し
て，基本的かつ実践にも役立つ具体的なお話を
伺うことができました。第３回は，本年２月11
日（土）に，「学校における自殺予防―ポスト
ベンションについて―」という演題で，防衛医
科大学校の高橋祥友氏にご講演いただきまし
た。未成年の自殺については全体の比率は少な
いものの，自殺未遂や関係者を含めその影響は
大きく，自殺予防は事後対応を含めこれからの
大きな課題であり，貴重なお話を伺えました。
　センター研究会については，３月８日（木）
に，「教育実践における電子黒板の活用と可能
性」というテーマで，本センターの松下幸司准
教授が話題提供を行い，学校現場への電子黒板
導入の経緯や教育現場での使用の実際を確認す
るとともに，電子黒板の活用・使用方法等も含
め，これから教員を目指す学生および大学教員
に求められるICTについて研修を深めることが
できました。

10月24日（月）第六回専任会議

10月28日（金）第六回研究プロジェクト会合

11月４日（金）教育実践集中講座（第二期１回目）

11月５日（土）第一回公開講演会

11月６日（日）第二回公開講演会

11月９日（水）教育実践集中講座（第二期２回目）

11月18日（金）教育実践集中講座（第二期３回目）

11月25日（金）教育実践集中講座（第二期４回目）

11月28日（月）第七回専任会議

12月７日（水）第七回研究プロジェクト会合

12月８日（木）教育実践集中講座（第二期５回目）

12月12日（月）第三回編集会議
教育実践集中講座（第二期６回目）

12月15日（木）第八回研究プロジェクト会合

12月19日（月）第八回専任会議
教育実践集中講座（第二期７回目）

１月６日（金）第四回編集会議

１月19日（木）第九回研究プロジェクト会合

１月23日（月）第九回専任会議

２月11日（土）第三回公開講演会

２月16日（木）第80回国立大学教育実践研究関連
センター協議会

２月21日（火）第十二回学部・附属学校園教員合
同研究集会

２月27日（月）第十回専任会議

３月１日（木）第二回管理委員会

３月８日（木）第三回企画推進委員会
センター研究会

３月22日（木）第十一回専任会議
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